
学陽書房

胡子美由紀
 M I Y U K I  E B I S U

生徒がどん
どん

話せるよう
になる！

中学
英語



3

はじめに

　新学習指導要領の改訂が発表されてから、現場の先生方からこんな悩
みをよく聞くようになりました。

　　「今まで単語や文法指導ばかりで、スピーキングの指導に
　ほとんど力を入れてこなかったので指導法がよくわからない」
　　「新学習指導要領で『即興で伝え合う』とあるが、
　どんな活動を行えばいいのか」
　　「『話すこと』がやり取りと発表の２つに分かれたが、
　どんな活動があるのだろう」

　そこで、スピーキング指導に苦手意識を持つ先生方のためにと、本書
を書き始めました。とりわけ、「生徒が即興で英語を話せるようになる
工夫」や「英語で話したいという気持ちを引き出すコツ」を本書で紹介
しています。

　他の技能の指導と異なり、スピーキングに関してやりづらさや難しさ
を感じている先生方も多いかもしれません。しかし、教師が準備や指導
のコツ、活動の目的と段取りを押さえさえすれば、生徒は活動にのめり
込み、英語を話すのを止めなくなります。生徒が生き生きと英語を使
う、アクティブな授業になることはまちがいありません。
　そして、そういう雰囲気こそが他の活動にもプラスの波及効果を生み
出し、生徒が常に脳をフル回転させる授業デザインが可能となります。
　第１章では、まずスピーキングを成功させるための準備について紹介
します。スピーキングには、教師の指導力だけでなく、人間関係や教室
環境、雰囲気などが大きく影響してきます。そこで、スピーキングを必
ず成功させるための土台づくりを行っていきましょう。
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　第２章では、スピーキング指導のコツを取りあげます。ほめ方や距離
感、指示の出し方を意識することで、生徒がやる気になり、動きがみる
みる変わります。この指導は、学級経営にも重要なマネジメントで、英
語授業だけでなく、集団づくりにも役立ちます。

　第３章では、準備なしで取り組めるスピーキング活動を紹介します。
授業に活動を気軽に取り入れていただけるように、比較的カンタンでシ
ンプルなものを集めています。短時間で、しかも楽しく取り組めるもの
です。帯活動に組み込み、継続的に取り組むことで、英語を発信するた
めの基礎固めができます。

　第４章では、技能統合型の言語活動を紹介します。スピーキングから
他の技能につなげることで、英語運用力が飛躍的に伸びます。即興力・
瞬発力はもちろんのこと、自分の思いや考えを語る発信力も鍛えていく
言語活動が中心です。

　仲間と協同し取り組むスピーキング活動で、コミュニケーション力の
伸長を目指し、誰とでも上手く関わっていく力を身につけていけたら素
敵だと思いませんか。
　真正な内容・トピックを通した英語の学びの中で、自分たちの身近な
世界にそれらを引き寄せ、主体的に考える生徒たちが育っていってくれ
たらこれほど嬉しいことはありません。本書が、生徒とともに英語を楽
しみながら授業をつくるお役に立てたら幸いです。

 2018年７月　胡子 美由紀
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どうやって生徒と信頼関係を築く？

　みなさんは生徒との信頼関係を築く上で大切なことは何だと思います
か？　それは生徒と良質なコミュニケーションを図ることです。つま
り、自分のことを伝えるだけでなく、相手のことをよく知り理解しよう
とする双方向のやり取りが必須です。「win-winの関係」を築くことを
イメージするといいでしょう。
　ここで、私が日頃から心がけている４つのポイントを紹介します。

生徒にマメに話しかける

　クラスの中で目立つ生徒や学習が得意な生徒は、教師に比較的よく話
しかけてくるでしょう。教師がケアするべきは、おとなしい生徒、話し
たくても話しかけられない生徒です。そのような生徒には挨拶やさり気
なくほめるなどの声かけを、授業内外で意識的にします。
　たとえば、教室外で出会ったら教師の方から挨拶をにこやかにした
り、生徒の少しの変化も見逃さず、こまめに声をかけたりします。とく
にほめるときには具体的な内容をほめるように心がけます。

①授業成功のカギは、 
信頼関係づくり
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教師自らが率先して行動する

　生徒とコミュニケーションを図るには、教師からの積極的な働きかけ
が必要です。例えば、学習支援をするなど生徒に困ったことがあれば相
談にのります。言葉も行動も教師が生徒のよいロールモデルになれるよ
うにという思いで、私は日々自分の言動で示すことを意識しています。
　とくに、気づいていても誰もが見逃しがちなこと、たとえば落ちてい
るゴミを拾ったり、とれている画鋲をすぐつけたりするなど、細かな行
動も生徒に影響を及ぼすものです。

正しい評価をして公平さを大切にする

　生徒との信頼関係が破綻するのは、教師の評価や基準の軸がぶれたと
きです。教師の判断基準（＝公平さ、評価）があいまいで生徒や場面に
よって異なると、生徒は不信感を持つでしょう。その場しのぎの対応を
しないことが生徒との良好な関係の構築につながります。
　生徒の英語学習への意欲を高めるためにも、教師が教師としても人間
としても生徒から信頼を得ることが必要です。

“Give and Give” の考え方で

　“Give and Take”、与えればその分返ってくるという考え方はよく言わ
れると思いますが、“Give and Give”という言葉を聞いたことがありま
すか？　生徒と信頼関係を築くには、“Give and Give”、つまり見返り
を求めず与え続けることが大切なのです。
　この考え方で生徒と接することができれば、教師自身の成長にもつな
がります。「生徒にしてあげる」ではなく「生徒から学ぶ」「生徒と共に
学ぶ」という姿勢を持ち関わることが大切です。
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どうやってメリハリのある授業にする？

　メリハリのある授業にするには何が必要でしょうか？　それは、生徒
の気持ちの切り替えを促すために活動を細分化することです。活動の細
分化によって、生徒の集中力が持続し、メリハリのある授業にすること
ができます。

活動を細分化し、帯活動を組み込む

　「切り替え」の場面は時間を区切り、活動を細分化することでつくっ
ていきます。授業のゴールに向け、各活動のつながりやのりしろを考え
ます。スモールステップを意識した授業デザインになるので、テンポが
良くなります。
　具体的には帯活動をイメージしていただくといいでしょう。私の授業
では、授業の前半に約14種類前後の帯活動が入っています。
　帯活動を授業に組み込むことで、生徒はやるべきことと段取りを明確
に把握することができます。何度もやっていくうちにルーティン化され
ていくので無駄な時間がなくなり、高速で授業を展開することが可能に
なります。たとえ上手くいかない活動があっても次の活動で挽回できる
ので、生徒も気持ちを切り替えやすく、達成感が得やすくなります。

②時間を区切り、 
活動を細分化しよう
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授業前の活動

　私のクラスでは、英語の時間の前には、机をコの字型にしたり、辞書
を準備したりと、休憩時間から英語での活動が始まります。授業が楽し
いため、少しでも早く英語に触れる時間をつくりたいと、生徒たちが自
主的に活動を始めたのがきっかけになり、ルーティン化しました。
　まず、英語で発話するベースをつくるボーカル・エクセサイズを２分
ほど行います。その後は、主語と動詞の呼応を身体で覚えることを狙っ
たパンチ・ゲームを１分で行った後、ペア・チャットを２～３分、そし
て、ペアでのナンバー・カウンティングを１分です。授業前にアクティ
ブに活動することで、授業に挑む準備が整います。
授業前半で行う帯活動の流れ

時間（分） 活動

６

１
５
１
１
２
１
２
１
４
２　

授業前の帯活動
①Vocal Exercise（発声と顔・身体の筋肉ほぐし、呼吸法）
②Punch Game（身体を使い、主語・助動詞・助詞の自然な呼応を促す）
③ Pair Chat（後半のメイン活動の伏線となる内容をペアで話す）
④Number Counting（協同性を育み、瞬発力を鍛える）

授業開始後の帯活動
①Greetings（あいさつ）
②Student Teacher（日付・曜日などの確認、インタラクション型のスピーチ）
③ Today’s Goal（本時の課題を話す）　
④ Fun Phrase（週毎のフレーズを提示し、いつ、誰と使ったかを発表する）
⑤ Short Story Reading（短い話を読み、概要をつかむ。タイトルを決める）
⑥ Last Sentence Dictation（読まれた英文の最後の文を書き取る）
⑦Bingo（ビンゴやチャットのゲームを入れる）　
⑧Papaya Juice（単語やフレーズをリズムで練習する） 
⑨ One Minute Monologue（即興スピーキングをする）
⑩Mini-Discussion（４人グループでディスカッションをする）
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タイムマネジメントはどうする？

　時間を短く区切ることで、生徒の集中力が途切れることなく50分間
継続させることができます。だらだらとやる10分より集中した１分の
方が学習効果も絶大です。私の授業では寝る生徒は一人もいません。
　活動のときに生徒から見える位置にタイマーで時間表示をするのも、
生徒の集中力を高める効果があります。私は通常は iPadか iPhoneの
タイマーをApple TVでミラーリングし、大型テレビに映して表示をし
ます。
　デジタル教科書を使用するときには、それに付属しているタイマー機
能を使います。１分、３分などを使うことが多く、ラスト10秒で効果
音が出るように設定します。また、時間を表示することで視覚的な支援、
音が出ることで音声的な支援ともなります。

BGMの活用方法

　活動時のBGMはムードづくり、自己解放できる環境づくり、時間の
目安表示として利用することができます。
　生徒がアクティブになる活動のときには歌詞のないBGMで盛り上
げ、内容理解のリーディングや個人の思考をまとめるときなどは、
BGMも発話もなしにするなど、静と動を組み合わせることで生徒の集
中力を上げます。
　とくに、スピーキングと音読のときには、ざわざわした適度な音があ
る方が自分の声が気にならずに発音できるため、BGMを流すことで活
動に集中させることができます。

生徒への任せ方はどうする？

　いきなり生徒にすべての活動を任せるのは難しいかもしれません。し
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かし、生徒の自主性を育てるために、生徒自身に考えさせたり、行動さ
せたりすることは非常に大切です。
　最初のうちは、短い時間で、生徒だけで活動する時間を設けるように
しましょう。活動のやり方や時間配分に慣れてくると、だんだん生徒だ
けでもできるようになります。どうしても教師は途中で口を挟みたくな
りますが、そこはぐっと我慢します。
　私の授業では、すぐにサポートできるように、生徒が活動に慣れるま
では近くにいるようにしています。しかし、ほとんどの生徒は私がつな
ぐ必要はなく、困ったら生徒同士でフォローし合って問題を解決してい
ます。生徒は教師が予想しているよりも、自分たちで助け合う力を持っ
ています。

目的によって学習形態を変えよう

　「個人」「ペア」「グループ」と学習形態を変えることでも、生徒の気
持ちを切り替えることができます。活動を進めるときには、その目的を
達成させるためにふさわしい学習形態で行うことが大切です。
　「個人」は、自分の考えや意見をまとめたり、思考を深めたりすると
きに使います。一人ひとりの能力や興味・関心に応じて、学習を進める
ことができます。
　「ペア」は、他者の考えから自分の考えを広げたり深めたりする必要
があるときに取り入れます。さらに他者との考えを比較しながら、共通
点や相違点に気づかせたいときや、一人ひとりにより多く発言の機会を
与えたいときには「グループ」で活動を行います。
　「ペア」や「グループ」の学習形態には、より学習意欲を高めるとと
もに、生徒同士の人間関係を構築し、コミュニケーション力を育成する
効果もあります。
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なぜキビキビ感が必要？

　スピーキングを行いやすい教室環境が整い、生徒が英語を積極的に話
す雰囲気になってきたら、いつでもけじめをつけられるキビキビとした
状態をつくっておくことも重要です。キビキビ感があることで、スピー
キングの時間をたくさん生み出すことができます。

３秒ルールや10秒ルールなど、数字で伝える

　生徒がすぐに動けるように、教師の指示は短く具体的にしましょう。
また、教師が指示を出したり、話をしたりしているときに、生徒がうな
ずく、反応するなどのルールをつくっておくといいでしょう。生徒の様
子からわかっていると判断できたら、即座に活動に入ることができるか
らです。
　また、立つ、座る、動く、教科書やファイルを開く、閉じる、身体の
向きを変えるなどの教室の中でよく生徒が行う動きを、機敏にするよう
に最初に伝え、練習しておきます。私は自分が「このぐらいの速さで動
いてほしい！」という速さで生徒たちが動けるようになるまで、立った
り座ったりの練習を繰り返します。
　活動の度にできていないときはやり直しをさせ、無意識に行動できる

③短く具体的な指示で 
キビキビ感を出そう
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ように導いていきます。年度途中でもダラダラする様子が生徒に見られ
たら、やり直しを行います。
　全員で機敏に振る舞えたらクラスの一体感を感じられるので、案外生
徒たちは楽しんで練習をします。ムダなく行動することで生まれるこの
わずかな時間が、今後の大きな活動時間を生み出すことになります。
　生徒にわかりやすいように、私は立ったり座ったりは「３秒ルール」、
発表のために教室の端に移動するときは「10秒ルール」のように数字
で伝え、活動のときには私が声を出し、カウントダウンします。そのう
ち生徒たちは動きながら自分たちでカウントダウンするようになりま
す。

声を出すと、身体が自然と動く

　スピーディな動きのポイントは、実は生徒のリアクションの「声」に
あります。声を出すことで、身体が自然と動くようになります。教師の
指示→生徒の反応＆動きがセットで無意識に出るようになることが大切
です。

　T: Are you ready to start?（全体を見まわしながら）
　S: Sure!（手をあげる）
　T: How are you feeling?（個人の顔を見ながら）
　S:� I’m alright.（「元気！」というジェスチャーをする―親指を立て

る）

　などの定番のやり取りでは「１秒ルール」、言語活動のときに空けて
いい時間は「４秒ルール」のようにクイックレスポンスも求めます。定
番表現だとほぼ毎時間使うので、「英語で言える！」という自信が持て
るようになり、声のトーンを上げてくれます。


